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１．坂元川水系の概要 
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国道6号 新JR常磐線

旧JR常磐線

坂元川

L=6.56km

戸花川

L=5.40km

流域面積

A=20.74km2

地蔵森

宮城県

山元町

福島県

新地町

常磐自動車道

凡 例

：坂元川流域

：宮城福島県境

：仙台湾海浜県

自然環境保全区域

後藤淵

 （１）流域及び河川の概要 
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◆ 坂元川水系は，流域面積20.74k㎡，総延長11.96kmの二級河川。 
◆ 源流は，宮城県と福島県の県境に位置する地蔵森に発し，流域を北東に流下  
 しつつ，沢を集め，戸花川合流後，太平洋へ流下。 

山地そ

の他, 
60%

水田・

畑地, 
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宅地・

市街地, 
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土地利用の割合

H27.3.16 
全線開通 



 （２）これまでの災害履歴及び河川改修履歴 
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◆ 既往最大の洪水被害は昭和３３年９月洪水。その他の洪水は，平成１８年９ 
 月洪水など。 
◆ 河川改修は昭和４０年度から改修を進めており，現在の事業は昭和４７年度 
 から開始しており，平成２３年度からは東北地方太平洋沖地震による災害復旧 
 事業を実施中。 

出典： 
水害統計 

H18.9洪水状況写真 

床下浸水 床上浸水

農地 宅地・
その他 （棟） （棟）

S33.9 186.0 64.0 0
S61.8 143.3 19.7 680 137
H18.9 118.1 0.9 35

洪水名
浸水面積(ha) 改修履歴 



後藤淵坂元川

坂元川

戸花川

谷中川（久保間川）

谷地川（荒井川）

五社壇▲

地蔵森▲

 （３）自然特性（地形・地質） 
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◆ 西部に山地が位置し，中流域から下流域には平地が広く形成。 
  中流域に は山元町の市街地が広がり，下流域には水田地帯を形成。 
◆ 坂元川上流域は，中新世以降に隆起した割山隆起帯。 
  中流域から下流域には，仙台層群相当（久保間層，山下層）の泥や砂が広く 
 堆積し，第四紀に丘陵化し，段丘堆積物の基盤。 

後藤淵

坂元川

坂元川

戸花川

谷中川（久保間川）

谷地川（荒井川）

凡 例

地蔵森▲

五社壇▲ 【坂元川水系の地形】 【坂元川水系の地質】 



 （３）自然特性（気候） 
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◆ 水系を代表する亘理観測所において，年降水量1,280mm程度。 
◆ 年平均気温は12.4℃なっており，比較的温暖な気候。 

出典：気象庁統計情報（気象庁HP）亘理地域気象観測所 

月別平均気温と降水量【亘理観測所：1976年～2015年(40年間)の平均値】 



 （３）社会特性（人口） 
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◆ 山元町の人口は，平成7年をピークに年々減少傾向にあり，平成22年時点で 
 1万6千人程度。 
◆ 産業就業者割合は，第一次産業が減少傾向にあるものの近年では10%程度で  
 横ばい傾向。第三次産業が平成22年で56％程度。 

出典：国勢調査結果，宮城県統計年鑑 
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 （４）社会特性（土地利用） 
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◆ 山元町の土地利用状況は，地形的な特性から比較的平地が多く，平成22年時 
 点では宅地と田畑をあわせて約40％。 
◆ 山林は概ね60％程度で推移してきたが，平地部で宅地割合面積が増加傾向。 

出典：国土地理院 

昭和51年 平成21年 平成 3年 

流域内土地利用の変遷 



 （４）社会特性（水質） 
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◆ 坂元川流域は環境基準類型は未指定。 
◆ 町独自で良好な灌漑用水の確保を目的として，環境省基準のD類型に基づく 
 年2回の水質観測を実施。 
◆ BODの調査結果は，坂元川の町地点で1.5mg/l，戸花川の中浜地点で2.2mg/lで 
 あり，概ね環境基準B類型程度の水質。（環境基準：D類型 8.0mg/以下） 

出典：山元町観測データ 
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 （４）社会特性（利水） 
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◆ 河川の主な水利用は，農業取水（灌漑用水）であり，11施設で約44.4haの 
 農地へ引水。 
◆ 取水量は代かき期で0.174m3/s，普通期で0.135m3/s。 

出典：宮城県農計資料 第113号 農業用水施設台帳（河川取水施設） 平成25年3月 

代かき期 普通期 非かんがい期

1 ラバー堰 16.5 0.068 0.055 －
2 大谷地用水 1.0 0.004 0.003 －
3 町東用水 5.0 0.020 0.010 －
4 大畑堰 3.0 0.011 0.009 －
5 揚水機 0.5 0.002 0.002 －
6 道電上流 2.9 0.012 0.010 －
7 大堰 2.0 0.008 0.007 －
8 笹焼き堰左岸 1.8 0.007 0.006 －
9 笹焼き堰右岸 1.6 0.007 0.005 －
10 宮の松 2.1 0.009 0.007 －

36.4 0.148 0.114
1 真庭橋堰 3.0 0.010 0.008 －
2 毘沙門堰 5.0 0.016 0.013 －

8.0 0.026 0.021
44.4 0.174 0.135合計

取水量(m3/s)灌漑
面積
(ha)

取水施設名番号河川名

戸花川

坂元川

小計

小計

【取水施設，灌漑面積位置図】 



２．坂元川水系の現状及び課題 
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◆ 国道6号上流に新市街地が整備されることから，坂元川中流部の治水安全度の向上 
◆ 復興まちづくりや海岸堤防と一体となった津波被害の軽減 
◆ 計画規模を上回る洪水に対して，避難を中心とした人命の保護 

 （１）治水の現状及び課題 
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◆ 坂元川中流部，戸花川ともに治水安全度は低い状況 （治水安全度1/5以下） 
◆ 東北地方太平洋沖地震により広域地盤沈下が発生 （20cm～30cm） 

坂元川中流部の 
治水安全度が低い 

戸花川の 
治水安全度が低い 

東北地方太平洋沖 
地震により広域地
盤沈下が発生 

治水の課題 

治水の現状 
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3 町東用水 5.0 0.020 0.010 －
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◆ 近年のデータによると常時水量はあまり豊富では無いため，農業用水の安定 
 的な供給が必要（低水0.020m3/s,渇水0.013m3/s:H19～H21観測データより） 

 （２）利水の現状及び課題 
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◆ 利用については，取水量は全て農業用水。灌漑用水は堰からの取水と地下水 
 の揚水 
◆ 河川流量は少ないものの地下水利用もあることから，渇水被害少 

【取水施設，灌漑面積位置図】 

利水の課題 

利水の現状 



 （３）環境の現状及び課題 
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【河川環境情報図】 

凡例 

◆ 震災前後での動植物の生息・生育・繁殖環境の変化について，必要に応じて 
 モニタリング調査を実施し，保全対策を検討 

◆ 海沿いの地域は，仙台湾海自然環境保全地域に指定。 
◆ 水質はB類型相当の水準を維持。 
◆ 希少種については，東北地方太平洋沖地震前に坂元川，戸花川下流にはミサゴ， 
  ハイタカ，ハヤブサなどの鳥類，坂元川上流にはホトケドジョウなどの魚類が生息 

県自然環境保全地域 
（仙台湾海浜） 

環境の課題 

環境の現状 

出典：環境省HP 
に加筆修正 

水質基準Ｂ類型相当 
坂元川:町地点 

水質基準Ｂ類型相当 
戸花川:中浜地点 



◆ 河川管理施設が所要の機能を発揮できるよう適切に管理。 
◆ 流下能力維持，河川管理施設の機能維持，流水の正常な機能の維持及び河川環境の保全 
 の観点から堆積土砂撤去，支障木伐採を計画的に実施。 
◆ 河川管理者と地域住民が協力し，多様なパートナーシップによる河川管理の実施が必要。 
◆ 地域の人々と協力した河川美化活動等が必要。 

 （４）維持管理の現状及び課題 
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三号橋より下流 

支障木，堆積土砂河積阻害状況 

維持管理の現状 

山元町クリーン作戦 

主催：山元町，山元公衆 
 衛生組合連合会 
場所：牛橋・花釜・笠野・ 
 新浜・中浜・磯浜の各海岸 
実施日：11月第2土曜日 
参加者：343人 
 （H22年実績） 

維持管理の課題 

◆ 日常管理としては，河川巡視・パトロール，管理用通路の整備及び河川内の除草 
 （1回/年），樹木の伐採を実施 
◆ 日常管理しているものの支障木，堆積土砂が河積を阻害 
◆ 震災前は河口部から海岸にかけてゴミクリーン作戦を実施 



３．坂元川水系の河川整備の目標 
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国道6号

新JR常磐線

旧JR常磐線

坂元川

L=6.56km

戸花川

L=5.40km

流域面積

A=20.74km2

地蔵森

宮城県

山元町

福島県

新地町

常磐自動車道 後藤淵

河川整備計画の基本的な考え方 

【治水】・洪水氾濫などよる災害から貴重な生命，財産を守り，安全で安心できる   
     まちづくり 
    ・津波や高潮被害を最小限にするための目標を定め，計画的な対策を実施 
    ・広域的に発生した地盤沈下に対応した河川計画の策定 
【利水】・かんがい用水の安定供給 
【環境】・多様な動植物が生息・生育・繁殖する「やすらぎのある豊かな水辺」の創出 

 （１）河川整備計画の対象河川及び区間と対象期間 
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河川整備計画の対象河川及び区間 

◆ 対象河川は，坂元川，戸花川 
 の２河川（L=11.96km） 

◆ 県管理区間を対象 

河川整備計画の対象期間 

◆ 河川整備計画の対象期間は，計画  
 策定から概ね30年程度 

凡 例

：坂元川流域

：宮城福島県境

：仙台湾海浜県

自然環境保全区域



◆ 河道，堤防などの河川管理施設が，本
来の機能を発揮できるよう適正な維持管理
や機能保持 
◆ 堆積土砂撤去，支障木伐採については，
河積阻害率20％以下となるよう適切に実施
し，治水安全度を保持 
 
 

 （２）坂元川水系の治水，利水，維持管理及び環境の目標 
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◆ 20年に一度程度の降雨が発生した場合
(65.3mm/hr)に想定される洪水に対する浸水防
止(S61.8洪水，H18.9洪水などに対応) 
◆ 超過洪水が発生した場合でも避難による人
命保護を最優先に危機管理体制の強化，地域
防災力の強化 
◆ 高潮・津波からの被害の防止，軽減を図るた
め河口部では，高潮被害に対応し，堤防の高さ
をT.P+7.2ｍに設定 

◆ 限りある水資源の有効利用を図るため，
水利用の合理化を進め，より適切な水利用 
◆ 動植物の保護，流水の清潔の保持及び
農業用水の安定供給に配慮しながら，流水
の正常な機能を維持するために10年に一
度程度の渇水時においても対応可能な水
量の確保に向けて，データの蓄積，検討を
実施 

◆ 動植物の重要な生息・生育・繁殖環境と
なっている現在のみお筋や瀬・淵，河畔林
などを極力保全 
◆ 新市街地の都市景観や田園景観と調和
した水辺景観の維持 
◆ 水質については，河川の利用状況など
を考慮し，関連事業や関係機関，地域住民
との連携を図りながら維持・改善 

治水の目標 利水の目標 

環境の目標 維持管理の目標 



 ご清聴ありがとうございました 
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